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い。しかし，だからといって結びつきのない動詞形間に全く関連がないとは考
えられないし，最初の段階で全ての動詞形を無関係に丸暗記するとも思えな
い。今後，この面での解明が必要となろう。
4．　今後の課題
　活用ならびに動詞形の細かな研究は，まだ始ったばかりで，資料的にも不十
分な段階にある。また，今後解決されなければならない課題ならびに問題も多
い。最後にその中のいくつかについてのべて，今後の研究の参考にしたい。
　4．1形態変化と意味の関係
　表層上の形態での変化は，常に，意味の変化を伴っている。従って，動詞形
の発達を見ていく場合，単純に形態だけに注目する訳にはいかない。たとえ
ば，／タベテ／から／タベテナイ／の変化は，くっつき仮説から見れば，／タ
　　　　　　　　　　　　　　　ー201一
　一日本語児の動詞形の発達について（岩立）
ベル／から／タベルノ／の変化と同じで，ある形態に他の形態が付加したこと
から生じるが，意味的に見れば，2つの変化には大きな相違がある。「タベル
ノ」の獲得は子供に単に小さなニュァンスの違いを表現する可能性を与えるだ
けなのに対し，否定語を含む「タベテナイ」の獲得は，子供に大きな表現可能
性を与える。このようなことを考えると，形態的な研究と並行して，細かな意
味的分析をする必要があることが分る。
　4．2特定の形態（素）は特定の時期に獲得されるのか？
　ある特定の形態（素）は特定の意味をもっているので，特定の時期に般化的
に獲得される可能性がある。ところが，実際には，必ずしもそうはなってはい
ない。たとえば，「たべる」の場合，「タベナイ」が2歳1月に生じているの
に，　「タベテナイ」は2歳2月の「タベテ」を仲介して，2歳5月になっては
じめて生じている。さらに，「つくる」の場合には，否定形「ナィ」を含む動
詞形は生じていない。このように，必ずしも，特定の形態は，特定の時期に集
中して初発する訳ではないが，だからといって，特定の形態の般化的獲得が存
在しないとは考えられない。問題は，般化的獲得がいかなる条件でいかなる形
で生じるかを調べることであろう。
　4．　3おかしな動詞形が生じない理由は何か？
　新動詞形の獲得が，単純に古動詞形にある形態要素がくっつけられることで
起こるとすれば，多くのおかしな動詞形（「タベルナィヨット」や「タベルナ
イノ」）が生じる筈である。ところが，実際には，そのようなおかしな動詞形
は，　「かく」での「カケテ」　「カケテチョーダイ」ぐらいで，ほとんど生じて
いない。このことから考えて，ある要素の付加には，何らかの制限があり，そ
の制限によって，おかしな動詞形の発生は阻止されているらしい。ただ，その
制限がいかなる形のものか今の所はっきりしない。
　4．4地域差
　今回の結果は東京方言を獲得する子供のもので，この結果が他の方言を獲得
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する子供達のものと同じであるという保証はない。特にこのことは，今回のよ
うに動詞形を問題にした場合に言える。以前と違い，テレビなどの影響で，現
在では，かなり，子供の言葉での地域差がなくなったとしても，各方言の違い
は，子供の言語獲得過程に強く影響していると予想される。従って，地域差を
十分考慮した上での，綿密な比較研究が必要とされる。そして，このような研
究から，思わぬ発見がでてくる可能性があるように思える。
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18　タベナイノ
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